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一般社団法人漁港漁場新技術研究会　　三　井　　　順
間　辺　本　文
岡野谷　知　樹
加　藤　孝　輔
河　村　裕　之
西　村　博　一

津波の流れに対する防波堤マウンド被覆ブロックの
イスバッシュ数の検討
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図ー１　イスバッシュ式における流速と傾斜角の
模式図　　　　　　　　　　　

図ー２　イスバッシュ式の成り立ち（Isbash5)
より引用、加筆）  　　　　

図－２

図－３

図－４

図ー４　基礎実験状況

図ー３　イスバッシュ式における傾斜角の影響
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図－５

図－６
表－１

図ー５　実験水路の模式図

図ー６　マニュアルにより定めた実験断面

表ー１　実験条件

図－７

－ 61 －



図ー７　安定実験時のポンプ流量変化
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図－８

図－９

図ー８　被災形態の分類

図ー９　被災形態の割合（A～ L はブロック種類
を表す）　　　　　　　　　　

図－10
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図－11

図－12

図ー 10　使用ブロック例

図ー 11　フルード数とイスバッシュ数の関係の例

図－13

図ー 13　イスバッシュ数の算定図の例

図－14

図ー 12　流量の増加に伴う水面形の変化
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図ー 14　各種被覆ブロックのイスバッシュ数
　(a) Fr = 1.2、(b) Fr = 1.7

表－２

図－15

図－16

表ー２　所要質量の試算例 （U=10 m/s, Fr=1.7）

図ー 15　回流水槽の断面図
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図－17

図－18

図－18(a)

図－18(b)

(b) 堤幹部実験の場合
図ー 16　ブロックの配置図（ブロック小の場合）

(a) 堤頭部実験の場合

(b) ブロック大（左：初期水深15cm、右：初期水深20cm）
図ー 17　堤頭部実験の被災状況

(a) ブロック小（左：初期水深15cm、右：初期水深20cm）
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図－18(b)

図ー 18　安定限界時の近傍流速
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